
 

 

ご家庭で事故やけがへの注意は万全でしょうか？小さな子供は、まだ何が危険かを予測することがで

きず、好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。 

 

 

もしも、家族や友人、職場の仲間など周囲の大切

な人が急に病気やけがで倒れたら…特に子ども

は急に症状が現れたり、急に病状が悪化したりし

ます。救急車が来るまでに救命処置を行うのが最

善の手当になります。この機会に身近なAED設

置場所を確認しておくのもおすすめです。 

対応に迷ったときは… 

子ども救急電話相談   ＃8000 

救急電話相談        ＃7119 

 

ほけんだより

 

いつ起こるのかわからないのが自然災

害です。自然に対処するには迅速な避

難や心構え、そして「備え」がとても重要

です。ご家庭でも災害が起こったらどの

ように行動するのが最善か、日頃から

話しておきましょう。 

 

最低3日間、できれば 1

週間は過ごせるように自

宅に準備しておきましょう 

  

救急箱の中身に決まりはありません。普段使うものを清潔な入れ物

に入れておけばOKですが、滅菌ガーゼや薬は使用期限がありま

す。1年に 1回は古くなっているものはないか check しましょう。 

 

暑い日がまだまだ続きます。                      

朝食、水分、睡眠をしっかりとって登園してください。 

 

 

令和7年8月 29日 

こはるび保育園 

わかばやし 


